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山田 格 (新潟大 ･医)
本間 敏彦 (順天堂大 ･医)
小泉 政啓 (岩手医大 ･医)
著者らは本共同利用研究で霊長現の上肢筋の系
統発生学的研究を継続的に行なってきた｡本年度
の成果は以下の通りである｡
①原猿類前腕屈筋群の系統発生学的研究
原猿類は一般にキツネザル.PI)ス,メガネザ
ルの3下目に分析される｡著者らは先にスロ⊥ロ
1)スの前腕筋について精査し(山田:1986.1987),
特に浅指屈筋を構成する独立の2筋束が近位一遠
位に連なった単純な形態が特異的であった｡これ
は,先にヒトで確認した2筋束の配列 (山田:19
86)がより単純化したものとして理解できる｡
今年度はワオキツネザル (Lemurcata),ブ
ラウンキツネザル (Lemurjulvus)の上肢をヨ
ウ素-ヨウ化カリウム溶孜 (Bock&Shear.197
2)で染色しながら実体原敬鏡下で剥皮し,水浸
して実体顕微鏡下で詳経に解剖した｡
注目すべきは浅指屈筋の構成で,これらの種で
もこの筋は独立した2筋束からなるが,それぞれ
がほぼ完全に独立しておりヒトやスローロリスで
多少とも癒合しているのとは大きく只なる｡この
所見はアイアイ(DaubeTZtOnZ'amadagascaricTZSis)
のものとは 一ゞ致し,これがキツネザル下目の特
徴である可能性もあるので,さらに検索を進めた
い｡またロリス下目,メガネザル下目でも所見を
確認する必要がある｡
②虫横筋 ･骨間筋の神経支配様式に関する研究
大型類人猿の解剖所見はヒトの所見に酷似する
とされる｡しかしチンパンジーでは長掌筋に尺骨
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